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【目的】授乳･成長期での身体形成，発達における各種必須脂肪酸の役






0.2%(w/v) ずつ添加した 6種類の人工乳を用いて，D6D KO雄性マウス






量が低下した． 一方，ARA 群，ARA+DHA 群，ARA+EPA 群は WT
群と同等の体重推移を示した． 水迷路試験の学習試行では，DHA 群，
ARA+DHA 群は WT 群と同様の回避潜時（プラットホームへの到達時
間）を示したが，Cont群，ARA群，EPA群，ARA+EPA群は，WT群
よりもプラットホームへの到達に時間を要した． また，試験試行では
WT群，DHA群，ARA＋DHA群に加え，ARA+EPA群にも，良好なプ
ラットホーム位置の記憶保持が確認された． 
【結論】身体形成には ARAの，記憶・学習能には DHAの効果が顕著で
あったが，身体と脳機能の両面からの形成・発達おいては，ARAと DHA
の相互の摂取バランスが重要となることが考えられた． 
